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三
年 

 

組 
 
 
 
 

氏
名 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

平
仮
名
で
の
正
解 

 
 
 

漢
字
で
の
正
解 

 

★
①
～
㊿
の
（ 

 
 
 

）
に
適
す
る
語
を
、
漢
字
を
正
し
く
用
い
て
答
え
な
さ
い
。 

②
点×

（ 
 

） 
 
 
 

①
点×

（ 
 

） 
 
 
 
 
 
 

 
 

点 

① 

「
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）」
は
日
本
で
最
初
の
勅
撰
和
歌
集
で
、
七
五
調
、
優
雅
で
技
巧
に
富
ん
だ
歌
集
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

点 

② 

二
大
随
筆
集
と
し
て
有
名
な
「
（ 

 
 
 
 
 
 
 

）」
は
兼
好
法
師
の
作
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

得 

③ 

「
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
」
は
、
日
本
最
古
の
歌
集
で
、
当
時
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
の
歌
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。 

④ 

「
春
は
あ
け
ぼ
の
・
・
・
」
の
出
だ
し
で
始
ま
る
随
筆
は
「
枕
草
子
」
で
、
作
者
は
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
で
あ
る
。 

⑤ 

「
性
」
の
漢
字
の
部
首
名
は
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
と
い
う
。 

⑥ 

「
進
」
の
漢
字
の
部
首
名
は
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
と
い
う
。 

⑦ 

「
視
」
の
漢
字
の
部
首
名
は
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
と
い
う
。 

⑧ 

「
障
」
の
漢
字
の
部
首
名
は
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
と
い
う
。 

⑨ 

「
空
」
の
漢
字
の
部
首
名
は
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
と
い
う
。 

⑩ 

相
手
を
高
め
る
た
め
に
自
分
や
身
内
の
こ
と
を
へ
り
く
だ
っ
て
表
現
す
る
言
葉
を
（ 

 
 
 
 
 

）
語
と
い
う
。 

⑪ 

話
の
相
手
や
話
題
に
し
て
い
る
人
を
直
接
高
め
て
表
現
す
る
言
葉
（ 

 
 
 
 
 

）
語
と
い
う
。 

⑫ 

文
末
を
名
詞
で
止
め
、
余
情
を
残
す
表
現
技
法
を
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
と
い
う
。 

⑬ 

「
ま
る
で
綿
の
よ
う
な
雲
。
」
の
文
中
に
使
わ
れ
た
表
現
技
法
を
（ 

 
 
 
 
 

）
法
と
い
う
。 

⑭ 

「
お
い
し
い
、
こ
の
ケ
ー
キ
は
。」
の
文
中
に
使
わ
れ
た
表
現
技
法
を
（ 

 
 
 
 
 

）
法
と
い
う
。 

⑮ 

「
広
い
広
い
海
。
」
の
文
中
に
使
わ
れ
た
表
現
技
法
を
（ 

 
 
 
 

 
）
法
と
い
う
。 

⑯ 

「
太
陽
が
笑
っ
て
い
る
。」
の
文
中
に
使
わ
れ
た
表
現
技
法
を
（ 

 
 
 
 
 

）
法
と
い
う
。 

⑰ 

「
サ
ラ
サ
ラ
」・
「
ぴ
か
ぴ
か
」
な
ど
物
事
の
様
子
を
表
現
す
る
語
を
（ 

 
 
 
 
 

）
語
と
い
う
。 

⑱ 

詩
を
、
使
わ
れ
る
用
語
の
上
か
ら
分
類
す
る
と
、（ 

 
 

）
詩
・
文
語
詩
の
二
つ
に
な
る
。 

⑲ 

俳
句
で
は
、
必
ず
一
つ
だ
け
季
節
を
表
す
（ 

 
 
 
 
 

 

）
を
入
れ
る
。 

⑳ 

俳
句
で
使
う
「
や
・
か
な
・
け
り
」
を
（ 

 
 
 
 
 
 
 

）
と
い
う
。 

㉑ 

俳
諧
を
芸
術
的
な
文
学
に
高
め
た
の
は
、（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
で
、
彼
の
「
奥
の
細
道
」
は
（ 

 
 
 

）
時
代
成
立
の
紀
行
文
学
。 

㉒ 

俳
句
の
季
語
を
集
め
た
も
の
を
「（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

）」
と
い
う
。 

㉓ 

季
語
や
十
七
音
の
定
型
に
と
ら
わ
れ
な
い
俳
句
を
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

）
俳
句
と
い
う
。 

㉔ 

明
治
時
代
、
故
郷
へ
の
思
い
を
強
く
歌
い
、
三
行
書
き
の
新
し
い
形
式
で
短
歌
を
書
い
た
人
は
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
で
あ
る
。 

㉕ 

友
情
と
信
頼
の
美
し
さ
を
描
い
た
太
宰
治
の
有
名
な
小
説
は
「（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）」
で
あ
る
。 

㉖ 

自
立
語
の
中
で
、
述
語
に
な
る
も
の
を
（ 

 
 
 
 
 

）
と
い
う
。 

㉗ 

自
立
語
の
中
で
、
主
語
に
な
る
も
の
を
（ 

 
 
 
 
 

）
と
い
う
。 

㉘ 

助
詞
・
助
動
詞
を
合
わ
せ
て
（ 

 
 
 
 
 

）
語
と
い
う
。 

㉙ 

「
食
べ
た
」
の
「
食
べ
」
は
、
バ
行
下
一
段
活
用
・
（ 

 
 
 
 
 

）
形
の
動
詞
で
あ
る
。 

㉚ 

「
き
れ
い
（
だ
）
」
の
品
詞
名
は
（ 

 
 
 
 
 
 

）
詞
で
あ
る
。 

㉛ 
 

一
文
節
に
は
、
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
が
必
ず
一
つ
あ
る
。 

㉜ 

接
続
語
の
中
で
「
そ
れ
で
・
だ
か
ら
」
は
順
接
、「
し
か
し
・
と
こ
ろ
が
」
は
（ 

 
 
 
 
 
 

）
を
表
す
。 

㉝ 

「
美
し
い
」
の
（ 

 
 
 
 
 

）
形
は
、「
美
し
け
れ
（
ば
）」
で
あ
る
。 

㉞ 

助
動
詞
の
「
れ
る
・
ら
れ
る
」
の
意
味
に
は
、
受
け
身
・（ 

 
 
 
 
 

）・
可
能
・
尊
敬
が
あ
る
。 

㉟ 

「
話
す
」
の
へ
り
く
だ
っ
た
言
い
方
は
（ 

 
 
 
 
 
 

）
で
あ
る
。 

㊱ 

「
走
る
」
の
品
詞
は
動
詞
で
、
活
用
の
種
類
は
（ 

 
 
 
 
 

）
活
用
で
あ
る
。 

㊲ 

「
自
動
車
は
－
走
ら
な
い
。
」
の
「
な
い
」
は
助
動
詞
で
、「
自
動
車
は
－
な
い
。」
の
「
な
い
」
は
（ 

 
 
 
 

）
詞
で
あ
る
。 

㊳ 

「
見
る
」
の
動
詞
の
活
用
の
種
類
は
（ 

 
 
 
 

 

）
活
用
で
あ
る
。 

㊴ 

「
や
め
て
－ 

お
く
。
」
の
よ
う
な
文
節
と
文
節
と
の
関
係
を
（ 

 
 
 
 
 
 
 

）
の
関
係
と
い
う
。 

㊵ 

「
大
き
な
山
」
の
「
大
き
な
」
は
、
（ 

 
 
 
 
 

）
詞
で
、「
大
き
い
山
」
の
「
大
き
い
」
は
形
容
詞
で
あ
る
。 

㊶ 

「
彼
の
考
え
」
の
「
考
え
」
の
よ
う
に
、「
考
え
る
」
か
ら
名
詞
に
転
じ
た
も
の
を
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
と
い
う
。 

㊷ 

「
口
に
出
し
て
言
わ
な
く
て
も
気
持
ち
が
通
じ
る
こ
と
」
の
意
の
四
字
熟
語
を
「（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）」
と
い
う
。 

㊸ 

「
自
分
の
力
で
は
及
ば
な
い
」
と
い
う
意
味
の
慣
用
句
は
「
（ 

 
 

 

）
が
立
た
な
い
」
と
い
う
。 

㊹ 

故
事
成
語
の
中
で
、「
な
く
て
も
よ
い
無
用
な
も
の
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
は
「（ 

 
 
 
 
 
 

）」
で
あ
る
。 

㊺ 

同
訓
異
字
の
「
お
さ
め
る
」
は
、
成
功
を
（ 

 
 

）
め
る
・
税
金
を
（ 

 
 

）
め
る
・
国
を
（ 

 
 

）
め
る
・
学
問
を
（ 

 
 

）
め
る
。 

㊻ 

古
文
（
文
語
文
）
に
お
い
て
、
「
ぞ
・
・
・
け
る
」「
こ
そ
・
・
・
け
れ
」
と
い
う
関
係
を
（ 

 
 
 
 
 
 
 

）
の
法
則
と
い
う
。 

㊼ 

語
句
の
後
に
付
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
を
添
え
た
り
品
詞
を
変
え
た
り
す
る
言
葉
を
（ 

 
 
 

 

）
語
と
い
う
。 

㊽ 

熟
語
の
読
み
方
で
「
役
場
」
の
よ
う
に
上
の
字
を
音
読
み
、
下
の
字
を
訓
読
み
す
る
も
の
を
（ 

 
 
 
 
 

 

）
読
み
と
い
う
。 

㊾ 

音
（
読
み
）
と
意
味
（
部
首
）
を
組
み
合
わ
せ
た
「
昭
」
の
よ
う
な
成
り
立
ち
の
文
字
を
（ 

 
 
 
 

 

）
文
字
と
い
う
。 

㊿ 

物
の
形
を
か
た
ど
っ
た
絵
文
字
か
ら
成
立
し
た
文
字
を
（ 

 
 
 
 
 

）
文
字
と
い
う
。 
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三
年 

 

組 
 
 
 
 

氏
名 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 
 
 

模
範
解
答
編 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平
仮
名
で
の
正
解 

 

漢
字
で
の
正
解 

 
 

満
点 

太
朗 

君 

★
①
～
㊿
の
（ 

 
 
 

）
に
適
す
る
語
を
、
漢
字
を
正
し
く
用
い
て
答
え
な
さ
い
。 

 
 

①
点×

（ 
 

） 
 

②
点×

（ 
 

） 
 
 
 

 
 

① 

「
（ 

古
今
和
歌
集
・
こ
き
ん
わ
か
し
ゅ
う 

）」
は
日
本
で
最
初
の
勅
撰
和
歌
集
（
平
安
時
代
に
成
立
）
で
、
七
五
調
、
優
雅
で
技
巧
に
富
ん
だ
歌
集
で
あ
る
。 

② 

二
大
随
筆
集
と
し
て
有
名
な
「
（ 

徒
然
草
・
つ
れ
づ
れ
ぐ
さ 

）」
は
兼
好
法
師
の
作
（
鎌
倉
時
代
に
成
立
）
で
あ
る
。 

③ 

「
（ 

万
葉
集
・
ま
ん
よ
う
し
ゅ
う 

）」
は
、
日
本
最
古
の
歌
集
（
奈
良
時
代
に
成
立
）
で
、
当
時
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
の
歌
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。 

④ 

「
春
は
あ
け
ぼ
の
・
・
・
」
の
出
だ
し
で
始
ま
る
随
筆
は
「
枕
草
子
」（
平
安
時
代
に
成
立
）
で
、
作
者
は
（ 

清
少
納
言
・
せ
い
し
ょ
う
な
ご
ん 

）
で
あ
る
。 

⑤ 

「
性
」
の
漢
字
の
部
首
名
は
（ 

り
っ
し
ん
べ
ん
・ 

 
 

）
と
い
う
。 

⑥ 

「
進
」
の
漢
字
の
部
首
名
は
（ 
し
ん
に
ょ
う
・ 

 
 
 

）
と
い
う
。 

⑦ 

「
視
」
の
漢
字
の
部
首
名
は
（ 

し
め
す
へ
ん
・ 

 
 
 

）
と
い
う
。 

⑧ 

「
障
」
の
漢
字
の
部
首
名
は
（ 

こ
ざ
と
へ
ん
・ 

 
 
 

）
と
い
う
。 

⑨ 

「
空
」
の
漢
字
の
部
首
名
は
（ 

あ
な
か
ん
む
り
・ 

 
 

）
と
い
う
。 

⑩ 

相
手
を
高
め
る
た
め
に
自
分
や
身
内
の
こ
と
を
へ
り
く
だ
っ
て
表
現
す
る
言
葉
を
（ 

謙
譲
・
け
ん
じ
ょ
う 

）
㊟
敬
語
動
詞
の
復
習
を
！  

⑪ 

話
の
相
手
や
話
題
に
し
て
い
る
人
を
直
接
高
め
て
表
現
す
る
言
葉
（ 

尊
敬
・
そ
ん
け
い 

）
語
と
い
う
。
㊟
敬
語
動
詞
の
復
習
を
！ 

⑫ 

文
末
を
名
詞
で
止
め
、
余
情
を
残
す
表
現
技
法
を
（ 

体
言
止
め
・
た
い
げ
ん
ど
（
め
） 

）
と
い
う
。 

⑬ 

「
ま
る
で
綿
の
よ
う
な
雲
。
」
の
文
中
に
使
わ
れ
た
表
現
技
法
を
（ 

直
喩
・
ち
ょ
く
ゆ 

）
法
と
い
う
。
㊟
隠
喩
と
の
区
別
が
で
き
る
？ 

⑭ 

「
お
い
し
い
、
こ
の
ケ
ー
キ
は
。」
の
文
中
に
使
わ
れ
た
表
現
技
法
を
（ 

倒
置
・
と
う
ち 

）
法
と
い
う
。 

⑮ 

「
広
い
広
い
海
。
」
の
文
中
に
使
わ
れ
た
表
現
技
法
を
（ 

反
復
・
は
ん
ぷ
く 

）
法
と
い
う
。 

⑯ 

「
太
陽
が
笑
っ
て
い
る
。」
の
文
中
に
使
わ
れ
た
表
現
技
法
を
（ 

擬
人
・
ぎ
じ
ん 

）
法
と
い
う
。 

⑰ 

「
サ
ラ
サ
ラ
」・
「
ぴ
か
ぴ
か
」
な
ど
物
事
の
様
子
を
表
現
す
る
語
を
（ 

擬
態
・
ぎ
た
い 

）
語
と
い
う
。
㊟
擬
音
語
と
の
区
別
が
で
き
る
？ 

⑱ 

詩
を
、
使
わ
れ
る
用
語
の
上
か
ら
分
類
す
る
と
、（ 

口
語
・
こ
う
ご 

）
詩
・
文
語
詩
の
二
つ
に
な
る
。 

⑲ 

俳
句
で
は
、
必
ず
一
つ
だ
け
季
節
を
表
す
（ 

季
語
・
き
ご 

 

）
を
入
れ
る
。
㊟
季
語
が
二
つ
以
上
存
在
す
る
と
「
季
重
な
り
」
と
言
っ
て
、
評
価
が
下
が
る
。 

⑳ 

俳
句
で
使
う
「
や
・
か
な
・
け
り
」
を
（ 

切
れ
字
・
き
（
れ
）
じ 

）
と
い
う
。
㊟
切
れ
字
の
と
こ
ろ
で
句
切
れ
が
発
生
す
る
。（
㊟
句
切
れ
無
し
、
中
間
切
れ
） 

㉑ 

俳
諧
を
芸
術
的
な
文
学
に
高
め
た
の
は
、（ 

松
尾
芭
蕉
・
ま
つ
お
ば
し
ょ
う 

）
で
、
彼
の
「
奥
の
細
道
」
は
（ 

江
戸
・
え
ど 

）
時
代
成
立
の
紀
行
文
学
。 

㉒ 

俳
句
の
季
語
を
集
め
た
も
の
を
「（ 

歳
時
記
・
さ
い
じ
き 

）」
と
い
う
。
㊟
歳
時
（×

）
記
・
歳
時
紀
（×

） 

㉓ 

季
語
や
十
七
音
の
定
型
に
と
ら
わ
れ
な
い
俳
句
を
（ 

無
季
自
由
律
・
む
き
じ
ゆ
う
り
つ 

）
俳
句
と
い
う
。 

㉔ 

明
治
時
代
、
故
郷
へ
の
思
い
を
強
く
歌
い
、
三
行
書
き
の
新
し
い
形
式
で
短
歌
を
書
い
た
人
は
（ 

石
川
啄
木
・
い
し
か
わ
た
く
ぼ
く 

）
で
あ
る
。 

㉕ 

友
情
と
信
頼
の
美
し
さ
を
描
い
た
太
宰
治
の
有
名
な
小
説
は
「（ 

走
れ
メ
ロ
ス 

 

）」
で
あ
る
。
○追
他
に
「
人
間
失
格
」
や
「
斜
陽
」
等
が
あ
る
。 

㉖ 

自
立
語
の
中
で
、
述
語
に
な
る
も
の
を
（ 

用
言
・
よ
う
げ
ん 

）
と
い
う
。
○追
用
言
と
は
（ 

動
詞 

・ 

形
容
詞 
・ 

形
容
動
詞 

）
の
３
つ
で
あ
る
。 

㉗ 

自
立
語
の
中
で
、
主
語
に
な
る
も
の
を
（ 

体
言
・
た
い
げ
ん 

）
と
い
う
。
○追
体
言
と
は
（
名
詞
・
め
い
し 

）
の
こ
と
で
あ
る
。
体
言
止
め
と
関
連
あ
り
。 

㉘ 

助
詞
・
助
動
詞
を
合
わ
せ
て
（ 

付
属
・
ふ
ぞ
く 

）
語
と
い
う
。 

㉙ 

「
食
べ
た
」
の
「
食
べ
」
は
、
バ
行
下
一
段
活
用
・（ 

連
用
・
れ
ん
よ
う 

）
形
の
動
詞
で
あ
る
。 

㉚ 

「
き
れ
い
（
だ
）
」
の
品
詞
名
は
（ 

形
容
動
・
け
い
よ
う
ど
う 

）
詞
で
あ
る
。 

㉛ 
 

一
文
節
に
は
、（ 

自
立
語
・
じ
り
つ
ご 

）
が
必
ず
一
つ
あ
る
。
㊟
逆
に
、
自
立
語
が
二
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
さ
ら
に
文
節
に
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

㉜ 

接
続
語
の
中
で
「
そ
れ
で
・
だ
か
ら
」
は
順
接
、「
し
か
し
・
と
こ
ろ
が
」
は
（ 

逆
接
・
ぎ
ゃ
く
せ
つ 

）
を
表
す
。 

㉝ 

「
美
し
い
」
の
（ 

仮
定
・
か
て
い 

）
形
は
、「
美
し
け
れ
（
ば
）」
で
あ
る
。 

㉞ 

助
動
詞
の
「
れ
る
・
ら
れ
る
」
の
意
味
に
は
、
受
け
身
・（ 

自
発
・
じ
は
つ 

）・
可
能
・
尊
敬
が
あ
る
。
○追
自
発
は
案
じ
ら
れ
る/

感
じ
ら
れ
る/

思
わ
れ
る 

㉟ 

「
話
す
」
の
へ
り
く
だ
っ
た
言
い
方
は
（ 

申
す/

申
し
上
げ
る 

）
で
あ
る
。 

㊱ 

「
走
る
」
の
品
詞
は
動
詞
で
、
活
用
の
種
類
は
（ 

五
段
・
ご
だ
ん 

）
活
用
で
あ
る
。
㊟
「
な
い
」
に
接
続
し
て
「
～
ア
」
と
な
る
か
ら
。 

㊲ 

「
自
動
車
は
走
ら
な
い
。」
の
「
な
い
」
は
助
動
詞
（「
ぬ
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
）
で
、「
自
動
車
は
な
い
。」
の
「
な
い
」
は
（ 

形
容
・
け
い
よ
う 

）
詞
。 

㊳ 

「
見
る
」
の
動
詞
の
活
用
の
種
類
は
（ 

上
一
段
・
か
み
い
ち
だ
ん 

）
活
用
で
あ
る
。
㊟
「
な
い
」
に
接
続
し
て
「
～
イ
」
と
な
る
か
ら
。 

㊴ 

「
や
め
て
－
お
く
。」
の
よ
う
な
文
節
と
文
節
と
の
関
係
を
（ 

補
助
・
ほ
じ
ょ 

）
の
関
係
と
い
う
。 

㊵ 

「
大
き
な
山
」
の
「
大
き
な
」
は
、（ 

連
体
・
れ
ん
た
い 

）
詞
で
、「
大
き
い
山
」
の
「
大
き
い
」
は
形
容
詞
で
あ
る
。
㊟
形
容
詞
の
語
尾
に
「
な
」
は
な
い
。 

㊶ 

「
彼
の
考
え
」
の
「
考
え
」
の
よ
う
に
、「
考
え
る
」
か
ら
名
詞
に
転
じ
た
も
の
を
（ 

転
成
名
詞
・
て
ん
せ
い
め
い
し 

）
と
い
う
。 

㊷ 

「
口
に
出
し
て
言
わ
な
く
て
も
気
持
ち
が
通
じ
る
こ
と
」
の
意
の
四
字
熟
語
を
「（ 

以
心
伝
心
・
い
し
ん
で
ん
し
ん 

）」
と
い
う
。
㊟
四
字
熟
語
の
復
習
を
！ 

㊸ 

「
自
分
の
力
で
は
及
ば
な
い
」
と
い
う
意
味
の
慣
用
句
は
「（ 

歯
・
は 

）
が
立
た
な
い
」
と
い
う
。
㊟
慣
用
句
の
復
習
を
！ 

㊹ 

故
事
成
語
の
中
で
、「
な
く
て
も
よ
い
無
用
な
も
の
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
は
「（ 

蛇
足
・
だ
そ
く 

）」
で
あ
る
。
㊟
故
事
成
語
の
復
習
を
！ 

㊺ 

「
お
さ
め
る
」
は
、
成
功
を
（ 

収
め
る 

）・
税
金
を
（ 

納
め
る 

）・
国
を
（ 

治
め
る 

）・
学
問
を
（ 

修
め
る 

）。
㊟
同
訓
異
字
の
復
習
を
！ 

㊻ 

古
文
（
文
語
文
）
に
お
い
て
、
「
ぞ
・
・
・
け
る
」「
こ
そ
・
・
・
け
れ
」
と
い
う
関
係
を
（ 

 

係
り
結
び
・
か
か
り
む
す
び 

）
の
法
則
と
い
う
。 

㊼ 

語
句
の
後
に
付
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
を
添
え
た
り
品
詞
を
変
え
た
り
す
る
言
葉
を
（ 

接
尾
・
せ
つ
び 

）
語
と
い
う
。 

㊽ 

熟
語
の
読
み
方
で
「
役
場
」
の
よ
う
に
上
の
字
を
音
読
み
、
下
の
字
を
訓
読
み
す
る
も
の
を
（ 

重
箱
・
じ
ゅ
う
ば
こ 

）
読
み
と
い
う
。 

㊾ 

音
（
読
み
）
と
意
味
（
部
首
）
を
組
み
合
わ
せ
た
「
昭
」
の
よ
う
な
成
り
立
ち
の
文
字
を
（ 

形
声
・
け
い
せ
い 

）
文
字
と
い
う
。 

㊿ 

物
の
形
を
か
た
ど
っ
た
絵
文
字
か
ら
成
立
し
た
文
字
を
（ 

象
形
・
し
ょ
う
け
い 

）
文
字
と
い
う
。 


